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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡装置の挿入部先端に、基端部が着脱可能に取り付けられる円筒状のアダプタ本体
と、
　該アダプタ本体の前記基端部から先端部へ配設された対物光学部材群と、
　該対物光学部材群が挿通される貫通孔が中心部に形成された略円板状で、前記アダプタ
本体の前記先端部に設けられ、前記貫通孔よりも径方向外側となる表面に先端側へ照明可
能な発光部を有する照明基板と、
　有底筒状で、底部によって前記アダプタ本体の前記先端部を覆うとともに、筒部が前記
アダプタ本体の外周面に外嵌して固定された先端カバーと、を備え、
 前記照明基板の前記表面において前記発光部よりも径方向外側とならない領域にあって
かつ前記発光部が配置された部位と周方向に異なる部位に当接することにより前記照明基
板を前記アダプタ本体に係止可能な係止部が、前記先端カバーの先端部に設けられている
光学アダプタにおいて、
 前記先端カバーの前記底部には、前記照明基板の前記発光部を露出させる貫通孔が形成
され、前記貫通孔は前記筒部の内周面と連続して形成されていることを特徴とする光学ア
ダプタ。
【請求項２】
　請求項１に記載の光学アダプタにおいて、
　前記先端カバーの前記底部には、前記発光部を露出させる貫通孔とは異なる、前記対物
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光学部材群の先端部を露出させる貫通孔がさらに形成されていることを特徴とする光学ア
ダプタ。
【請求項３】
　請求項２に記載の光学アダプタにおいて、
　前記対物光学部材群は、前記先端カバーに固定される第１の光学部材と、前記アダプタ
本体に固定される第２の光学部材とを備え、
　前記照明基板の少なくとも一部は、前記対物光学部材群の可視範囲の径方向外側の範囲
で、前記第１の光学部材と前記第２の光学部材との間に介装されていることを特徴とする
光学アダプタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体を観察するための光学アダプタ及び内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療分野や工業分野などの様々な分野において、被検体に挿入される挿入部と、
この挿入部に着脱可能に取り付けられる光学アダプタとを備える内視鏡装置が利用されて
いる。光学アダプタとしては、挿入部の撮影手段と接続して観察を可能とする対物光学部
材群と、対物光学部材群と干渉せずに先端側を照明可能に設けられたＬＥＤなどの発光部
を備えたものがある（例えば、特許文献１参照）。このような光学アダプタが挿入部に装
着された状態においては、発光部によって先端側の被検体を照明可能であり、挿入部先端
に設けられた撮影手段によって、アダプタ本体の対物光学部材群を介して被検体を好適に
観察することが可能である。
【０００３】
　ここで、上記の光学アダプタは、より詳しくは、挿入部に着脱可能に取り付けられると
ともに、対物光学部材群が設けられているアダプタ本体と、対物光学部材群を露出させた
状態でアダプタ本体の先端部に固定される筒状の先端カバーと、発光部を有する照明基板
とで構成されている。このような照明基板は、先端カバーに接着固定によって固定されて
いて、先端カバーを介してアダプタ本体に固定されている。あるいは、先端カバーの内周
側に内向きフランジが設けられていて、照明基板の外縁部を発光部と干渉しないように押
さえ込むことで、アダプタ本体に固定されている。
【特許文献１】特開２００５－２５３５１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の光学アダプタで、照明基板を先端カバーに接着固定した場
合には、接着部分が劣化してしまった場合に照明基板が先端カバーから脱落してしまう恐
れがあった。また、照明基板の外縁部を押さえ込んで固定する場合には、照明基板上にお
いて、対物光学部材群と干渉しないように発光部を設けるスペースを確保するとともに、
さらにその径方向外側に内向きフランジによって押さえ込むことが可能なスペースを確保
する必要がある。このため、確実に照明基板を固定することが可能であるものの、光学ア
ダプタの外径が大きくなってしまい小型化には限界があった。
【０００５】
　この発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、発光部を有する照明基板を
、対物光学部材群と干渉せず、かつ、確実に固定された状態とするとともに、外径を最小
限の大きさとした光学アダプタ及び光学アダプタを備えた内視鏡装置を提供するものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、この発明は以下の手段を提案している。
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　本発明は、内視鏡装置の挿入部先端に、基端部が着脱可能に取り付けられる円筒状のア
ダプタ本体と、該アダプタ本体の前記基端部から先端部へ配設された対物光学部材群と、
該対物光学部材群が挿通される貫通孔が中心部に形成された略円板状で、前記アダプタ本
体の前記先端部に設けられ、前記貫通孔よりも径方向外側となる表面に先端側へ照明可能
な発光部を有する照明基板と、有底筒状で、底部によって前記アダプタ本体の前記先端部
を覆うとともに、筒部が前記アダプタ本体の外周面に外嵌して固定された先端カバーと、
を備え、前記照明基板の前記表面において前記発光部よりも径方向外側とならない領域に
あってかつ前記発光部が配置された部位と周方向に異なる部位に当接することにより前記
照明基板を前記アダプタ本体に係止可能な係止部が、前記先端カバーの先端部に設けられ
ている光学アダプタにおいて、前記先端カバーの前記底部には、前記照明基板の前記発光
部を露出させる貫通孔とが形成され、前記貫通孔は前記筒部の内周面と連続して形成され
ていることを特徴としている。
【０００７】
　この発明に係る光学アダプタによれば、対物光学部材群の径方向外側に発光部を有する
照明基板が設けられていることで、先端側を照明して観察することができる。また、アダ
プタ本体に固定された先端カバーの係止部が照明基板の表面に当接することで、照明基板
はアダプタ本体に係止されて固定された状態となる。この際、係止部が発光部に対してア
ダプタ本体の周方向に隣接して設けられていることで、径方向に係止部を設けるスペース
を必要とすることがなく、照明基板の表面の内、発光部が設けられていない最小限の範囲
で照明基板を確実に固定することができる。
　さらに、前記先端カバーの前記底部には、前記照明基板の前記発光部を露出させる貫通
孔が形成され、前記第２の貫通孔は、前記筒部の内周面と連続して形成されていることが
、より光学アダプタの縮径化する上で好ましい。
【０００８】
　また、上記の光学アダプタにおいて、前記先端カバーの前記底部には、前記発光部を露
出させる貫通孔とは異なる、前記対物光学部材群の先端部を露出させる貫通孔がさらに形
成されていることが、より好ましい。
【００１１】
　また、上記の内視鏡装置において、前記係止部は、前記先端カバーの径方向において前
記発光部よりも径方向外側とならない領域で、前記発光部に対して前記先端カバーの周方
向に隣接して設けられていることがより好ましいとされている。
【００１６】
　また、上記の光学アダプタにおいて、前記対物光学部材群は、前記先端カバーに固定さ
れる第１の光学部材と、前記アダプタ本体に固定される第２の光学部材とを備え、　前記
照明基板の少なくとも一部は、前記対物光学部材群の可視範囲の径方向外側の範囲で、前
記第１の光学部材と前記第２の光学部材との間に介装されていることがより好ましいとさ
れている。
【００１７】
　この発明に係る光学アダプタによれば、照明基板の一部が第１の光学部材と第２の光学
部材との間に介装されているので、対物光学部材群の径方向外側で照明基板を設けるのに
必要なスペースを縮小化することができ、外径をより小さくすることができる。この際、
照明基板の第１の光学部材と第２の光学部材との間に介装されたスペースは、対物光学部
材群の可視範囲の径方向外側に位置していることで、対物光学部材群による観察視野と干
渉してしまうことが無い。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の光学アダプタによれば、先端カバーを備えることで、対物光学部材群と干渉せ
ずに発光部を有する照明基板を確実に固定した状態にすることができるとともに、外径を
最小限の大きさとすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２０】
　以下、本発明の第１実施形態における内視鏡装置について、図面を参照して説明する。
図１は、本発明の実施形態としての内視鏡装置１を示したものである。内視鏡装置１は、
被検体に挿入される挿入部２と、この挿入部２を収納する本体収納ボックス（内視鏡本体
部）３とを備えている。
【００２１】
　本体収納ボックス３は、本体部７と蓋部６とを備えており、これら蓋部６と本体部７と
が相互に開閉可能に取り付けられている。本体部７の内部には、回転可能な円柱状の巻き
取りドラム１２が設けられている。巻き取りドラム１２の一端面は、本体収納ボックス３
の側面から外部に露出しており、その一端面にはハンドル１３が設けられている。巻き取
りドラム１２は中空に形成されており、その空間内部には、電源を供給する電源部４と、
画像信号を処理するカメラコントロールユニット５とが収納されている。また、本体部７
の天面７ａには、画像を表示するためのモニタ８と、挿入部２の操作を行うためのリモコ
ン１１とが設けられている。なお、符号１６は運搬用のキャスターを示すものである。
【００２２】
　また、上述の挿入部２は長尺状に形成されており、この挿入部２の基端は、開口部１８
を介して巻き取りドラム１２に取り付けられている。これにより、挿入部２は、開口部１
８を介して引っ張り出すことにより、本体収納ボックス３から外方に延びるようになって
おり、逆に、ハンドル１３に手をあてがい、巻き取りドラム１２を回転させることにより
、巻き取りドラム１２に巻き取られ、本体収納ボックス３に収納されるようになっている
。
【００２３】
　挿入部２の先端部近傍には、湾曲可能な湾曲部２１が設けられている。湾曲部２１は、
リモコン１１を操作することにより、所望の方向に湾曲可能であり、これにより、挿入部
２の先端を、湾曲部２１を介して所望の方向に向けることが可能である。また、湾曲部２
１の先端には、円筒状に形成された先端硬質部２２が設けられている。
【００２４】
　図２に示すように、挿入部２の先端硬質部２２には、後述する観察画像を得るための直
視用の光学アダプタ４０が着脱可能に取り付けられている。先端硬質部２２は、湾曲部２
１と接続された略円筒状の外筒部２３と、外筒部２３の先端に設けられた先端本体２４と
で構成されている。先端本体２４の基端外周には、凸部２４ａが形成されていて、この凸
部２４ａが外筒部２３の内部に形成された段部２３ａに係合するとともに、この状態で外
筒部２３と先端本体２４とがネジ部２５によって螺合されることによって、先端本体２４
は外筒部２３に固定された状態となっている。また、この状態で、先端本体２４に対して
外筒部２３の先端２３ｂが突出していることで、先端本体２４と外筒部２３とで環状の凹
部２２ａが形成されている。
【００２５】
　また、外筒部２３の外周面において、先端２３ｂには、第１の雄ねじ２６が形成されて
いる。さらに、第１の雄ねじ２６よりも基端側には、第１の雄ねじ２６と所定距離離間し
て第２の雄ねじ２７が形成されていて、後述するように、これらに螺合させることで光学
アダプタ４０を装着することが可能である。さらに、挿入部２の先端硬質部２２の内部に
は、固体撮像素子２８、光学フィルタ２９及び挿入側対物レンズ群３０が、先端本体２４
の基端側から先端側に向けて順次並べて配されていて、挿入側対物レンズ群３０の先端部
３０ａが、先端本体２４において中央部から先端側へ突出する小径筒状部２４ｂから露出
している。ここで、固体撮像素子２８は、例えばＣＣＤ（charge coupled device）で、
被検体の観察画像を得るためのものであり、図１に示すように、挿入部２の内部空間を通
る撮像ケーブルを介して本体部７の内部に接続され、電源部４から電源の供給を受けると
ともに、撮像した画像信号をカメラコントロールユニット５に送信することが可能である
。また、光学フィルタ２９は、挿入側対物レンズ群３０内に取り込まれた被検体からの反
射光のうち赤外線をカットするものである。また、挿入側対物レンズ群３０は、取り込ま
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れた被検体からの反射光を固体撮像素子２８において結像させるためのものである。
【００２６】
　また、先端本体２４には、貫通孔２４ｃが形成されていて、挿入側電極３１が絶縁部材
３１ａを介して先端本体２４と絶縁された状態で挿入されている。挿入側電極３１の一端
は、先端本体２４から先端側に露出していて、後述するように光学アダプタ４０と電気的
に接続可能である。また、挿入側電極３１の他端は、挿入部２の内部に挿通されたリード
線３２と接続されていて、これにより本体収納ボックス３の電源部４から電源の供給を受
けることが可能である。なお、挿入側電極３１は、図示しないが、陽極及び陰極で対なし
て構成されている。
【００２７】
　次に、光学アダプタ４０について説明する。図３及び図４に示すように、光学アダプタ
４０は、アダプタ本体４１と、接続リング４２と、先端カバー４３とを備えている。図２
に示すように、アダプタ本体４１は、全体がほぼ厚肉の円筒状に形成され、その基端部４
１ａには、軸方向に窪む位置決め凹部４４が形成されている。この位置決め凹部４４は、
挿入部２の小径筒状部２４ｂを挿入可能な形状に形成されていて、位置決め凹部４４に小
径筒状部２４ｂを挿入した状態においては、アダプタ本体４１が挿入部２の先端硬質部２
２に対して回転不能となる。さらに、アダプタ本体４１の基端部４１ａは、その外径寸法
が挿入部２の外筒部２３の内径寸法よりも小さく形成され、基端部４１ａを凹部２２ａに
挿入可能となっている。また、アダプタ本体４１の基端部４１ａ側の外周面には、Ｏリン
グ４５を装着するための環状のＯリング溝（溝部）４６が形成されている。
【００２８】
　すなわち、図２に示すように、アダプタ本体４１の基端部４１ａを先端硬質部２２の凹
部２２ａに完全に挿入した状態においては、Ｏリング溝４６に装着されたＯリング４５が
、外筒部２３の先端２３ｂの内面とＯリング溝４６の底面との間に挟み込まれて潰される
ことになる。このため、挿入部２の先端硬質部２２とアダプタ本体４１との接続部分から
アダプタ本体４１や挿入部２の先端硬質部２２の内部に水分が侵入することを防止できる
。具体的には、先端硬質部２２の挿入側対物レンズ群３０と、後述するアダプタ本体４１
のアダプタ側対物レンズ群５０との間に水分が介在することを防止できるため、この水分
の介在によって、電極部のショートや被検体の観察画像が乱れることを防ぐことができる
。また、アダプタ本体４１の外周面には、Ｏリング溝４６の先端側において、段差状に拡
径した大径フランジ部４７が形成されている。
【００２９】
　また、アダプタ本体４１において、その内部には、レンズやカバーガラス等から構成さ
れるアダプタ側対物レンズ群５０（対物光学部材群）が基端部から先端部へ配設されてい
る。より詳しくは、アダプタ側対物レンズ群５０は、先端側から順に第１のレンズ５１、
第２のレンズ５２、及び、第３のレンズ５３で構成されていて、それぞれアダプタ本体４
１に接着剤で固定されている。第１のレンズ５１は、アダプタ本体４１の先端面４１ｂか
ら先端側に突出して露出した状態で固定されている。また、第１のレンズ５１と第２のレ
ンズ５２との間にはマスク５４が介装されていて、可視範囲よりも径方向外側から視野外
光が侵入するのを規制している。さらに、第３のレンズ５３は、位置決め凹部４４におい
て、基端側に露出した状態で固定されていて、光学アダプタ４０が挿入部２の先端硬質部
２２に装着された状態で、挿入側対物レンズ群３０と接続された状態となる。
【００３０】
　すなわち、このアダプタ側対物レンズ群５０は、光学アダプタ４０が挿入部２の先端硬
質部２２に装着された状態において、挿入側対物レンズ群３０の先端側に配されて、固体
撮像素子２８に結像させる観察画像の画角や明るさ、ピントを調整する役割を果たすこと
が可能である。そして、挿入部２に装着する光学アダプタ４０の種類を適宜変更すること
により、様々な画角、明るさ、ピントを有する観察画像を取得することが可能であり、ア
ダプタ側対物レンズ群５０と、挿入部２側の固体撮像素子２８、光学フィルタ２９、及び
挿入側対物レンズ群３０とで、被検体の観察画像を取得するための観察光学系が構成され
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ている。なお、図５及び図６に示すように、アダプタ側対物レンズ群５０の正面視した形
状は、モニタ８に出力可能な画像と対応して、径方向左右に細長に形成されている。
【００３１】
　また、図２に示すように、光学アダプタ４０のアダプタ本体４１には、上記のように光
学アダプタ４０が挿入部２の先端硬質部２２に装着された状態で、挿入側電極３１と対向
する位置に貫通孔５５が形成されていて、絶縁部材５６ａを介してアダプタ側電極５６が
挿入されている。アダプタ側電極５６の一端には、端子５６ｂがアダプタ本体４１から基
端側へ突出して設けられていて、内部に設けられた図示しないバネにより突没可能である
。すなわち、図２に示すように、挿入部２の先端硬質部２２に光学アダプタ４０が装着さ
れた状態では、アダプタ側電極５６の端子５６ｂは没するとともに、図示しないバネによ
って適度に付勢された状態で挿入側電極３１と当接して電気的に接続されている。なお、
図示しないが、アダプタ側電極５６も、挿入側電極３１と対応して、陽極及び陰極とで対
をなして構成されている。
【００３２】
　図２に示すように、接続リング４２は、略円環状に形成されていて、アダプタ本体４１
の先端側から挿入することにより、アダプタ本体４１に取り付けられるように構成されて
いる。接続リング４２の先端側には、アダプタ本体４１の大径フランジ部４７に軸方向か
ら当接可能な内向きのストッパフランジ５７が一体的に形成されている。すなわち、この
接続リング４２は、アダプタ本体４１に取り付けられた状態において、アダプタ本体４１
の基端部４１ａ側から抜け落ちないようになっている。また、接続リング４２は、アダプ
タ本体４１に取り付けられた状態において、アダプタ本体４１に対して回転可能である。
さらに、この円環状の接続リング４２は、アダプタ本体４１の基端部４１ａよりもさらに
軸方向基端側に延びるように配されており、内周面には、第１の雄ねじ２６及び第２の雄
ねじ２７と螺合可能な雌ねじ５８が形成されている。
【００３３】
　すなわち、光学アダプタ４０を挿入部２の先端硬質部２２に装着する際には、はじめに
、挿入部２の先端硬質部２２を光学アダプタ４０の基端側から挿入するとともに、接続リ
ング４２を回転させることで、接続リング４２の雌ねじ５８が、挿入部２の第１の雄ねじ
２６に螺合する。そして、この状態からさらに接続リング４２を回転させると、雌ねじ５
８は、第１の雄ねじ２６を乗り越えて第２の雄ねじ２７に螺合し、これにより光学アダプ
タ４０が挿入部２の先端硬質部２２に固定されることになる。したがって、挿入部２の第
１の雄ねじ２６は、光学アダプタ４０が挿入部２から脱落するのを防止するための抜け止
めとして機能することになる。なお、雌ねじ５８が第２の雄ねじ２７に螺合した状態にお
いては、小径筒状部２４ｂが位置決め凹部４４に挿入されることになる。
【００３４】
　また、アダプタ本体４１の先端部において、先端面４１ｂには、表面６０ａに先端側を
照明可能なＬＥＤ６１（発光部）を有するＬＥＤ基板６０（照明基板）が設けられている
。図５に示すように、ＬＥＤ基板６０は、貫通孔６０ｂを有する略円板状で、先端面４１
ｂから突出するアダプタ側対物レンズ群５０の第１のレンズ５１を貫通孔６０ｂに挿通さ
せている。このため、ＬＥＤ基板６０は、アダプタ側対物レンズ群５０の第１のレンズ５
１に対して径方向外側に位置し、特に、ＬＥＤ６１は、正面視径方向左右に細長の第１の
レンズ５１に対して、径方向上下に配置されている。ＬＥＤ基板６０の表面６０ａには、
基板パターン６２が形成されているとともに、一対の電極６３が形成されている。図２に
示すように、一対の電極６３は、背面６０ｃ側に延設されたリードピン６４と一体に形成
されている。また、リードピン６４は、アダプタ側電極５６の他端の端子５６ｃと半田接
続部５６ｄによって電気的に接続されている。図５に示すように、ＬＥＤ６１は、ボンデ
ィングワイヤ６５によって電極６３または基板パターン６２のいずれかと電気的に接続さ
れている。すなわち、本体収納ボックス３の電源部４からの電源の供給により、挿入側電
極３１、アダプタ側電極５６、ＬＥＤ基板６０上の電極６３及び基板パターン６２、並び
に、ボンディングワイヤ６５を介して、ＬＥＤ６１を発光させることが可能である。
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【００３５】
　また、図２に示すように、先端カバー４３は、有底筒状の部材で、アダプタ本体４１の
先端側から筒部６６によってアダプタ本体４１に外嵌させることが可能であるとともに、
筒部６６の先端部に設けられた底部６７によってＬＥＤ基板６０が設けられた先端面４１
ｂを覆うことが可能である。筒部６６には、挿入孔６６ａが形成されているとともに、ア
ダプタ本体４１に先端カバー４３が外嵌された状態において、アダプタ本体４１の外周面
の対応する位置には、ねじ穴４１ｄが形成されている。そして、この状態でねじ穴４１ｄ
に対応するビス６８が螺合されていることで、先端カバー４３は、アダプタ本体４１に固
定される。また、このように固定された状態では、先端カバー４３の底部６７がＬＥＤ基
板６０の表面６０ａに当接して、ＬＥＤ基板６０をアダプタ本体４１の先端面４１ｂとの
間に挟み込んで固定した状態となる。なお、ＬＥＤ基板６０の表面６０ａにおいて、底部
６７と当接する部分は、カバーレイ６０ｄで覆われていて、底部６７が基板パターン６２
に当接してショートするのを防いでいる。
【００３６】
　また、図６に示すように、先端カバー４３の底部６７には、アダプタ側対物レンズ群５
０の第１のレンズ５１と対応する位置で第１のレンズ５１を挿通可能な第１の貫通孔７０
と、ＬＥＤ６１と対応する位置に設けられた第２の貫通孔７１とが形成されている。第１
の貫通孔７０によりアダプタ側対物レンズ群５０の第１のレンズ５１は先端側に露出した
状態であり、これにより被検体を観察することが可能である。また、第２の貫通孔７１に
よりＬＥＤ６１は先端側に露出した状態であり、これにより先端側を照明することが可能
である。さらに、第２の貫通孔７１は、筒部６６の内周面６６ｂと連続するように形成さ
れている。なお、第１の貫通孔７０に対して第１のレンズ５１は密着した状態であり、図
示しない接着剤によって、ＬＥＤ基板６０まで水分が浸入しないように防水処理が施され
ている。同様に、第２の貫通孔７１は、照明光を透過可能な樹脂で充填されていて、ＬＥ
Ｄ６１の照明光を透過させるとともに、外部の水分がＬＥＤ基板６０まで浸入しないよう
になっている。
【００３７】
　ここで、第１の貫通孔７０と第２の貫通孔７１との間には、底部６７の一部として、遮
光部６７ａが形成されていて、第１のレンズ５１とＬＥＤ６１とは遮光された状態にある
。このため、ＬＥＤ６１の照明光が第１のレンズ５１に直接侵入して、フレアが発生し観
察に支障が生じてしまうことが無く、互いに干渉せずに好適に被検体の観察を行うことが
可能である。また、ＬＥＤ６１に対してアダプタ本体４１の周方向に隣接する位置には、
底部６７の一部として、係止部６７ｂが形成されている。そして、ＬＥＤ基板６０は、底
部６７の内、係止部６７ｂが当接することによって固定されている。
【００３８】
　すなわち、第１の貫通孔７０及び第２の貫通孔７１をそれぞれアダプタ側対物レンズ群
５０及びＬＥＤ６１に応じて最小限の大きさとすることで、底部６７の第１の貫通孔７０
及び第２の貫通孔７１以外の他の部分である係止部６７ｂでＬＥＤ基板６０を確実に固定
することができ、ＬＥＤ基板６０として必要な大きさに応じて、先端カバー４３の径方向
の寸法を小さくすることができる。特に、ＬＥＤ６１の配置する位置を正面視径方向左右
に細長のアダプタ側対物レンズ群５０に対して径方向上下に配置している。また、係止部
６７ｂがＬＥＤ６１に対してアダプタ本体４１の周方向に隣接する位置であり、ＬＥＤ６
１の径方向外側に係止部６７ｂを設けるスペースを設ける必要がない。さらに、第２の貫
通孔７１が筒部６６の内面と連続している。このため、先端カバー４３の径方向の寸法の
縮小化をさらに図ることが可能であり、上記のような光学アダプタ４０では、外径を最小
限の大きさにすることができる。また、このような光学アダプタ４０を備えた内視鏡装置
１においては、外径を最小限の大きさとして、先端側を照明して被検体の観察を行うこと
ができ、狭隘部などでもより好適に被検体を観察することができる。
【００３９】
（第２の実施形態）
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　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。図７及び図８は、本発明の第２の実
施形態を示したものである。図７及び図８において、図１から図６に記載の構成要素と同
一部分については同一符号を付し、その説明を省略する。また、この実施形態と上記第１
の実施形態とは基本的構成は同一であり、ここでは異なる点についてのみ説明する。
【００４０】
　図７及び図８に示すように、この実施形態の光学アダプタ８０では、先端カバー８１の
底部８２において、アダプタ側対物レンズ群５０の第１のレンズ５１と対応する第１の貫
通孔８３と、ＬＥＤ６１と対応する第２の貫通孔８４とが、アダプタ本体４１の径方向に
連通して形成されている。また、第１のレンズ５１の側面５１ａは、遮光板８５で覆われ
ている。遮光板８５は、ＬＥＤ６１の照明光を遮蔽可能な薄肉の部材であり、例えばリン
青銅板が使用されている。
【００４１】
　このような光学アダプタ８０では、アダプタ側対物レンズ群５０の第１のレンズ５１の
側面５１ａを遮光板８５で覆っていることで、ＬＥＤ６１の照明光が第１のレンズ５１に
侵入してしまいフレアが発生して観察に支障が生じてしまうなど、互いに干渉してしまう
ことが無い。また、遮光板８５は薄肉の部材であるため、第１の実施形態で底部６７の一
部として遮光部６７ａを設けるより径方向のスペースを小さくして、より縮小化を図るこ
とができる。このため、光学アダプタ８０全体の外径をより小さくすることができ、図８
に示すように、第１の実施形態と相対的に比較して、ＬＥＤ６１の向きを径方向に細長に
配置して搭載個数を増やすことも可能となる。
【００４２】
（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。図９から図１５は、本発明の第３の
実施形態を示したものである。図９から図１５において、図１から図８に記載の構成要素
と同一部分については同一符号を付し、その説明を省略する。また、この実施形態と上記
第１の実施形態とは基本的構成は同一であり、ここでは異なる点についてのみ説明する。
【００４３】
　図９から図１２に示すように、この実施形態の光学アダプタ９０は、挿入部２の先端硬
質部２２に着脱可能な本体部９１と、後枠９２及び先枠９３と、先端カバー９４とを備え
る。図９及び図１０に示すように、後枠９２の基端側には凹部９２ａが形成されていて、
本体部９１の先端側に外嵌されて一体となっている。また、後枠９２の先端側には小径筒
部９２ｂが突出している。先枠９３の基端側には凹部９３ａが形成されていて、後枠９２
の小径筒部９２ｂに外嵌することで、先枠９３と後枠９２とは一体となり、これにより本
体部９１と先枠９３と後枠９２とでアダプタ本体９５を構成している。
【００４４】
　また、先端カバー９４は、後述するアダプタ側対物レンズ群１００の先端部を露出させ
る第１の貫通孔９６及びＬＥＤ６１を露出させる第２の貫通孔９７が形成された底部９８
と、筒部９９とで構成された有底筒状の部材である。第２の貫通孔９７は、筒部９９の内
周面９９ａと連続して形成されている。また、筒部９９には挿入孔９９ｂが形成されてい
て、先端カバー９４をアダプタ本体９５に外嵌した状態で、後枠９２及び本体部９１の対
応する位置には、それぞれ挿入孔９２ｃ及びねじ穴９１ａが形成されている。そして、ビ
ス９１ｂで螺合することで、先端カバー９４と、アダプタ本体９５とは一体となっている
。また、一体となった状態でアダプタ本体９５には、先端から基端へ貫通孔９５ａが形成
され、先端カバー９４の第１の貫通孔９６と連通していて、アダプタ側対物レンズ群１０
０が基端から先端へ配設されている。
【００４５】
　アダプタ側対物レンズ群１００は、先端側から、先端カバー９４の第１の貫通孔９６に
固定された第１のレンズ１０１と、先枠９３に固定された第２のレンズ１０２、第３のレ
ンズ１０３、第４のレンズ１０４、及び第５のレンズ１０５と、後枠９２に固定された第
６のレンズ１０６と、本体部９１に固定されて位置決め凹部４４に露出する第７のレンズ
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１０７とを備える。第１のレンズ１０１はカバーガラスであり、第１の貫通孔９６に防水
処理されて固定されている。また、先端カバー９４において、第１の貫通孔９６と、第２
の貫通孔９７との間には、底部９８の一部として、遮光部９８ａが形成されていることで
、ＬＥＤ６１の照明光が直接アダプタ側対物レンズ群１００の第１のレンズ１０１に侵入
するのを防いでいる。また、図１０に示すように、第２のレンズ１０２は、レンズ１０２
ａ、１０２ｂが中心線Ｌに対して左右対称に組みをなして設けられた双眼レンズである。
同様に、第３のレンズ１０３及び第４のレンズ１０４も、レンズ１０３ａ、１０３ｂ及び
レンズ１０４ａ、１０４ｂとで構成されている。このため、図１１から図１３に示すよう
に、本実施形態の光学アダプタ９０のアダプタ側対物レンズ群１００は、正面視して、径
方向上下に対して左右に細長の形状を呈している。
【００４６】
　また、図９及び図１０に示すように、第２のレンズ１０２と第３のレンズ１０３との間
には、マスク１０８が介装されている。図１４に示すように、マスク１０８は、第２のレ
ンズ１０２及び第３のレンズ１０３の各レンズ１０２ａ、１０２ｂ及び１０３ａ、１０３
ｂと対応して窓１０８ａ、１０８ｂが形成されている。窓１０８ａ、１０８ｂは、八角形
に形成されていて、固体撮像素子２８による結像範囲２８ａの内、各レンズ１０２ａ、１
０２ｂ及び１０３ａ、１０３ｂの外縁１０２ｃ、１０３ｃ及び結合部１０２ｄ、１０３ｄ
の範囲を遮光していて、可視範囲１０９ａ、１０９ｂを形成している。これらの可視範囲
１０９ａ、１０９ｂからの入射光がともに固体撮像素子２８で結像されることで、被検体
を立体的に観察することを可能としている。
【００４７】
　また、図９、図１０に示すように、アダプタ本体９５の先端面９５ｂには、ＬＥＤ６１
を有するＬＥＤ基板１１０が設けられている。図１５に示すように、ＬＥＤ６１は、ＬＥ
Ｄ基板１１０が固定された状態において、アダプタ側対物レンズ群１００が径方向左右に
細長であるのに対して、その直交する方向であるアダプタ側対物レンズ群１００の径方向
上下に位置するように配置されている。図１０及び図１３に示すように、ＬＥＤ基板１１
０は、先端カバー９４がアダプタ本体９５に固定された状態において、先端カバー９４の
底部９８の内、ＬＥＤ６１に対してアダプタ本体９５の周方向で、かつ、アダプタ側対物
レンズ群１００の径方向に隣接する一部である係止部９８ｂによって、アダプタ本体９５
の先端面９５ｂとの間に挟み込まれて固定されている。ＬＥＤ基板１１０には、アダプタ
側対物レンズ群１００と対応して貫通孔１１０ａが形成されているが、図９、図１０及び
図１５に示すように、ＬＥＤ基板１１０の内、貫通孔１１０ａの外縁をなす部分である外
縁部１１０ｂは、第１のレンズ１０１と第２のレンズ１０２との間に介装されている。図
１５に示すように、ＬＥＤ基板１１０の外縁部１１０ｂは、マスク１０８で規定された可
視範囲１０９ａ、１０９ｂよりも径方向外側の位置で介装されている。
【００４８】
　この実施形態の光学アダプタ９０においても、第１の実施形態同様に、第１の貫通孔９
６及び第２の貫通孔９７によって、最小限の範囲で互いに干渉すること無く、ＬＥＤ６１
で照明し、アダプタ側レンズ群対物１００で観察することを可能とさせ、また、係止部９
８ｂによって確実にＬＥＤ基板６０を固定することができる。特に、本実施形態のように
、アダプタ側対物レンズ群１００が双眼レンズで構成されて径方向の一方向に細長の形状
を呈していたとしても、この方向で係止部９８ｂによってＬＥＤ基板６０を固定するとと
もに、直交する他方向にＬＥＤ６１を配置することで、有効にスペースを利用して径方向
の寸法の縮小化を図ることができる。また、ＬＥＤ基板１１０の一部がアダプタ側対物レ
ンズ群１００の第１のレンズ１０１と第２のレンズ１０２との間に介装されていることで
、アダプタ側対物レンズ群１００の径方向外側でＬＥＤ基板１１０を設けるのに必要なス
ペースを縮小化することができ、外径をより小さくすることができる。この際、ＬＥＤ基
板１１０の第１のレンズ１０１と第２のレンズ１０２との間に介装されたスペースは、ア
ダプタ側対物レンズ群１００の可視範囲１０９ａ、１０９ｂの径方向外側に位置している
ことで、アダプタ側対物レンズ群１００による観察視野と干渉してしまうことが無い。
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【００４９】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述したが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る内視鏡装置を示す全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る内視鏡装置の挿入部先端の断面図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る光学アダプタの斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る光学アダプタの分解図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る光学アダプタのＬＥＤ基板とアダプタ本体の正面
図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る光学アダプタの正面図である。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る光学アダプタの断面図である。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る光学アダプタの正面図である。
【図９】本発明の第３の実施形態に係る内視鏡装置の挿入部先端の側方視した断面図であ
る。
【図１０】本発明の第３の実施形態に係る内視鏡装置の挿入部先端の上方視した断面図で
ある。
【図１１】本発明の第３の実施形態に係る光学アダプタの斜視図である。
【図１２】本発明の第３の実施形態に係る光学アダプタの分解図である。
【図１３】本発明の第３の実施形態に係る光学アダプタの正面図である。
【図１４】本発明の第３の実施形態に係る光学アダプタのマスクの詳細図である。
【図１５】本発明の第３の実施形態に係る光学アダプタのＬＥＤ基板とアダプタ本体の正
面図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　内視鏡装置
　２　挿入部
　３　本体収納ボックス（内視鏡本体部）
　４０、８０、９０　光学アダプタ
　４１、９５　アダプタ本体
　４３、８１、９４　先端カバー
　５０、１００　アダプタ側対物レンズ群（対物光学部材群）
　５１、１０１　第１のレンズ（第１の光学部材）
　５２、１０２　第２のレンズ（第２の光学部材）
　６０、１１０　ＬＥＤ基板（照明基板）
　６０ａ　表面
　６１　ＬＥＤ（発光部）
　６６、９９　筒部
　６７、８２、９８　底部
　６７ｂ、９８ｂ　係止部
　７０、８３、９６　第１の貫通孔
　７１、８４、９７　第２の貫通孔
　８５　遮光板
　１０９ａ、１０９ｂ　可視範囲
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